
　
11
月
19
日
（
月
）
み
さ
と
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
災
害
時
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
実
践
研
修
会
を
開
催

し
、
民
生
児
童
委
員
や
社
協
サ
ポ

ー
タ
ー
、
町
や
社
協
職
員
な
ど
63

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
災
害
時
の
被

災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
の
中
核
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
講
師
に
は
、
６
月
に
開
催
し
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
研

修
会
に
引
き
続
き
、
に
い
が
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事
務
局
長
で
あ
る
李り

仁じ
ん

鉄て
つ

氏
を

迎
え
、
ま
た
実
践
活
動
報
告
と
し

て
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地

で
実
際
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
大

船
渡
市
社
協
の
伊
藤
勉
氏
を
迎
え

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
は
、
モ
デ
ル
地

区
５
箇
所
を
被
災
地
と
見
立
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

疑
似
的
に
設
置
し
、
実
際
の
運
営

を
通
じ
て
浮
き
彫
り
に
な
る
問
題

点
や
課
題
、
改
善
策
等
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。
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美
郷
町
社
協
役
員
改
選

任
期
　
平
成
24
年
12
月
１
日
〜
平
成
26
年
11
月
30
日

―

会
長
に
佐
藤
成
輝
氏
が
再
任―理 　 事

藤 嶋 政 春
（ 第 一 暁 ）

理 　 事
大 久 保 一 男
（ 本 館 ）

理 　 事
鈴 木 諄 一
（ 天 神 堂 ）

理 　 事
前 田 忠 秋

（ 福祉保健課長 ）

理 　 事
塙 　 常 観

（ 東 高 方 町 ）

副 会 長
黒 丸 　 剛
（ 上 町 ）

監 　 事
鈴 木 豊 文
（ 第 一 暁 ）

監 　 事
小 西 弘 蔵
（ 米 町 ）

監 　 事
五 十 嵐 　 博
（ 上 深 井 ）

理 　 事
佐 藤 義 勝

（ 福 祉 施 設 ）

理 　 事
進 藤 敏 美

（ 本 堂 西 部 ）

理 　 事
二 藤 由 喜 子
（ 大 町 ）

理 　 事
蛭 川 久 二 雄
（ 下 鑓 田 ）

理 　 事
照 井 冨 士 男
（ 元 村 ）

副 会 長
加 畠 　 徹
（ 塚 ）

会 　 長
佐 藤 成 輝

（ 上 千 間 谷 地 ）

理 　 事
田 澤 千 寿 子
（ 中 野 ）

理 　 事
澁 谷 久 一
（ 上 菻 沢 ）

髙 橋 　 優
（ 千 屋 中 部 ）

 

　
今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
山
下
昭
夫
氏
と
髙
橋

優
氏
が
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
下
氏
は
昭
和
54
年
に
旧
六
郷
町
社
協
の
理
事
に

就
任
さ
れ
、
髙
橋
氏
は
平
成
20
年
に
理
事
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
永
年
に
わ
た
り
、
社
協
の
運
営
な
ら
び
に

事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
美
郷
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
・
監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、
11
月
20

日
の
評
議
員
会
で
新
役
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
12
月

3
日
に
は
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
、
会
長

に
佐
藤
成
輝
氏
、
副
会
長
に
黒
丸
剛
氏
と
加
畠
徹
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
﹃
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
﹄
を
目
指
し
て
福
祉
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

新
役
員
の
紹
介

監
　
事

長
い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た

〜
退
任
さ
れ
た
理
事
の
方
〜

山 下 昭 夫
（ 作 山 ）

※
敬
称
略
・
順
不
同
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長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
退
任
さ
れ
た
評
議
員
の
方
～

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
の
改
選

に
よ
り
、
熊
谷
昭
造
氏
（
土
崎
北
部
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
会
の
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
評
議
員
紹
介
※
敬
称
略
・
順
不
動

（
任
期
・
平
成
24
年
10
月
１
日
～
平
成
26
年
９
月
30
日
）

柿
崎
　
ル
リ
子（
施
設
）

髙
橋
　
郷（
本
道
町
）

照
井
　
成
一（
後
三
年
）

出
雲
　
房
子（
中
島
・
藤
原
）

伊
藤
　
由
美
子（
施
設
）

千
葉
　
一
夫（
百
目
木
）

小
野
寺
悦
子（
万
願
寺
）

高
橋
　
テ
イ（
本
道
町
）

高
橋
　
成
人（
千
屋
北
部
）

熊
谷
　
弘
子（
米
町
）

髙
橋
美
由
紀（
上
千
間
谷
地
）

月
輪
　
元（
施
設
）

高
橋
　
愛（
押
切
・
紀
の
国
）

辻
　
奈
美
子（
荒
町
）

福
島
　
要
子（
小
荒
川
）

藤
澤
　
晟
孝（
橋
本
）

加
藤
　
勇
孝（
新
町
）

鈴
木
　
タ
キ
子（
大
坂
）

加
藤
　
香
代
子（
石
神
）

中
村
　
裕
子（
御
前
）

梅
川
　
知
子（
赤
城
）

木
下
　
信
隆（
石
神
）

藤
田
　
永
孝（
施
設
）

泉
　
繁
夫（
議
会
）

熊
谷
　
勇（
土
崎
北
部
）

照
井
　
恒
夫（
駅
前
）

鈴
木
　
正
洋（
宝
門
町
）

橘
　
正
幸（
外
川
原
）

小
西
　
ヨ
シ（
荒
町
）

髙
橋
　
氾（
塚
）

高
橋
　
博
樹（
上
町
）

髙
橋
　
町
子（
大
畑
）

　
12
月
２
日
（
日
）
み
さ
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
年
恒
例
の
歳

末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
ド
ン
菓
子
実
演
販
売
や
サ
ン

ワ
ー
ク
六
郷
に
よ
る
手
作
り
品

の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
バ
ザ
ー
の
売
り
上

げ
は
51
万
1
千
円
で
、
こ
の
売

上
金
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
の
収
益
金
と
し
て
要
援
護
世

帯
の
方
々
へ
お
届
け
す
る
も
の

で
す
。

　
地
域
の
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
人
た
ち
が
明
る
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
前
日
の
仕
分
け
作
業

や
当
日
の
販
売
に
は
日
赤
奉
仕

団
、
民
生
児
童
委
員
、
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
品
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
取
り
ま

と
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
福
祉
委
員
、
そ
し
て

多
数
の
ご
来
場
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町民の皆さまから続々と
供出品が寄せられました

前日の仕分け作業では品物をよく
見定めて適切な値段を決めます

ドン菓子の実演販売も
バザーを盛り上げてくれました

当日、会場はたくさんの
来場者でにぎわいました
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10
月
29
日
�
11
月
９
日
に
わ

た
り
、
町
内
39
か
所
の
集
落
会

館
等
で
地
域
福
祉
座
談
会
を
開

催
し
、
の
べ
参
加
者
数
は

347
名

で
し
た
。

　
社
協
の
役
職
員
が
地
域
の
会

館
等
へ
出
向
き
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
説

明
や
そ
の
地
域
で
抱
え
て
い
る

問
題
、
社
協
に
対
す
る
意
見
や

要
望
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
大
き
な
災
害
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

災
害
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映

し
た
り
、
非
常
食
の
試
食
を
行
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

話
し
合
わ
れ
た
内
容

地
域
福
祉
座
談
会〜347

名
の
参
加
〜

★
災
害
・
非
常
食
に
つ
い
て

・
地
区
で
防
災
用
品
を
そ
ろ
え
た

　
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
非
常

　
食
の
試
食
は
参
考
に
な
っ
た
。

・
非
常
食
の
賞
味
期
限
は
ど
れ
く

　
ら
い
か
。
↓
お
よ
そ
５
年
間
の

　
保
存
が
可
能
。

・
自
主
防
災
組
織
補
助
金
で
ブ
ル

　
ー
シ
ー
ト
や
土
の
う
等
を
購
入

　
し
た
。

・
震
災
で
の
停
電
を
経
験
し
、
緊
急

　
時
だ
け
で
な
く
普
段
の
近
所
付

　
き
合
い
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

★
座
談
会
に
つ
い
て

・
今
回
の
よ
う
な
体
験
型
の
座
談

　
会
は
と
て
も
良
い
。

・
座
談
会
開
催
チ
ラ
シ
に
具
体
的

　
な
内
容
を
記
載
し
て
も
ら
い
た

　
い
。

・
上
映
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
町
内
の

　
会
合
等
で
活
用
し
た
い
。

　
↓
必
要
で
あ
れ
ば
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
無

　
料
で
進
呈
で
き
る
。

★
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

　
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
で
き
る

　
の
か
。
↓
65
歳
以
上
の
単
身
ま

　
た
は
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し

　
て
い
る
。

・
現
在
の
利
用
者
数
は
ど
れ
く
ら

　
い
い
る
の
か
。

　
　
↓
全
町
で
約
140
名
。

★
除
排
雪
に
つ
い
て

・
地
域
で
も
単
身
宅
を
回
る
つ
も

　
り
で
い
る
が
、
社
協
と
し
て
の

　
関
わ
り
方
な
ど
を
教
え
て
ほ
し

　
い
。
↓
今
年
度
の
事
業
で
軽
ト

　
ラ
ッ
ク
・
除
雪
機
の
準
備
を
し

　
て
い
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

　
地
域
に
貸
し
出
す
こ
と
も
で
き

　
る
。

・
高
齢
者
や
単
身
宅
の
除
雪
に
つ

　
い
て
社
協
は
ど
の
よ
う
な
対
応

　
を
し
て
い
る
の
か
。
↓
社
協
で

　
行
う
一
斉
除
排
雪
事
業
は
あ
く
ま

　
で
も
一
時
的
な
も
の
で
、
日
常
的

　
な
除
雪
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
が
請
け
負
っ
て
い
る
。

★
共
同
募
金
に
つ
い
て

・
集
ま
っ
た
募
金
が
ど
の
よ
う
に

　
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

　
い
。
↓
町
内
学
校
へ
の
補
助
や

　
社
協
の
事
業
運
営
に
有
効
活
用

　
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
使
い
道

　
に
つ
い
て
は
10
月
に
発
行
し
た

　
福
祉
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る

　
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

★
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

・
バ
ザ
ー
の
供
出
品
と
し
て
ど
ん

　
な
物
を
出
せ
ば
い
い
の
か
分
か

　
ら
な
い
。
↓
箱
入
り
の
贈
答
品

　（
シ
ー
ツ
や
タ
オ
ル
、
賞
味
期
　

　
限
内
の
缶
詰
や
調
味
料
等
も
可
）

　
や
洗
剤
、
食
器
類
な
ど
、
使
用

　
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
特

　
に
制
限
は
な
い
が
、
古
着
や
売

　
り
物
に
な
ら
な
い
よ
う
な
品
物

　
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
。

★
社
協
会
費
に
つ
い
て

・
町
内
会
費
等
か
ら
捻
出
し
て
い

　
る
地
区
も
あ
る
が
、
統
合
に
な

　
っ
た
地
区
で
は
そ
の
金
額
を
出

　
せ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
金
額

　
を
下
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　
↓
一
世
帯
あ
た
り
千
円
と
い
う

　
会
費
の
額
は
強
制
で
は
な
い

　
が
、
一
律
に
金
額
を
下
げ
て

　
し
ま
う
と
、
目
標
を
定
め
て

　
運
営
し
て
い
る
社
協
事
業
に
影

　
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら

　
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
受

　
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

　
れ
な
く
な
っ
て
困
る
人
な
ど
も

　
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
の

　
で
、
千
円
と
い
う
額
に
よ
っ

　
て
社
協
の
事
業
が
支
え
ら
れ

　
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

　
だ
き
た
い
。

★
介
護
保
険
・
老
人
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

・
家
族
が
過
去
に
介
護
保
険
サ

　
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が

　
あ
り
、
そ
の
時
は
本
当
に
助

　
か
っ
た
。

・
施
設
で
き
ち
ん
と
栄
養
管
理

　
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
元
気

　
に
な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
見

　
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
掲
載
し
た
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
ご
要
望
は
ご
く
一
部
で

す
が
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

な
座
談
会
で
し
た
。

　
社
協
に
対
し
て
の
ご
要
望
に
は

可
能
な
範
囲
で
応
え
、
ま
た
参
考

に
し
な
が
ら
「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域（
ま
ち
）
づ
く
り
」

に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

野際児童館にはたくさんの
参加者が集いました。

非常食の試食も好評でした。
（大坂生活改善センターにて）
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〜
善
意
と
ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
展
開
し
て

い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
町

民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
、
上
記
の
と
お
り
た

く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
善
意
は
、
来
年
度
の
民

間
社
会
福
祉
施
設
や
美
郷
社
協
の
事

業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
学
校
か
ら
は
赤
い

羽
根
募
金
以
外
に
も
、
プ
ル
タ
ブ
や

も
ち
米
な
ど
の
あ
た
た
か
い
善
意
を

た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

赤
い
羽
根
募
金
実
績

※ 11月末現在

・戸別募金
・法人募金
・学校募金
・職域募金
・個人募金
・募金箱等

5,504,866円
935,000円
180,087円
214,856円
32,599円
42,009円

5,591件
121件
7件
18件
4件
3件

学
校
募
金

▲千屋小学校より
地域のために活用します

▲六郷小学校より
みなさんの善意を大切にします

（
募
金
内
訳
）

6,909,417 円 も集まりました！

▲千畑南小学校からは募金の他にもち米もいただきました。町内の一人暮らし高齢者などへの配
食サービスの食材として使わせていただきます。（このもち米は学校田「夢小町」で収穫され、
春の田植えから秋の収穫まで児童たちが手作業で心を込めて育ててくれたものです。）

学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
か
ら
の
募
金
（
学
校
募
金
）
は
、
ご
家
族
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
た
ち
の
お
小
遣
い
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
出
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
善
意
を
大
切
に
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（株）秋田県南重機
秋田昭和産業（株）
（有）アクアタウンホテル
（有）旭メディカルサービス
（資）天川谷精肉店
（有）伊藤建築
衣料の店てるい
（有）上田薬局
（有）エム・ジェー
（有）大久保機械店
（資）岡田書店
（有）奥山工務店
（株）小田島工務店
（株）小貫建設
小原久次郎商店
（有）加藤電気工事
（有）花宝堂六郷葬儀社
医療法人 亀谷外科医院
（株）雁の里せんなん
（有）企業さきがけ
（有）企業みらい
木村建設（株）
（株）KYO
（有）草薙電子製作所
（有）熊谷工業
くらしの衣料モエドー
（名）栗林酒造店
（資）黒銀タクシー
（有）黒丸
源八亭
小西（名）
（有） 小西石油
（有） 斎景産業
（株）さいとう建設
（株）斉藤光学製作所
（有）坂本水道工業
（有）佐藤建材
（株）沢野建設
（有）沢野自動車
（資）三和商事
（株）シーモワオカダデザイン

JA秋田おばこ仙南支店
JA秋田おばこ千畑支店
JA秋田おばこ六郷支店
シブヤ建設工業（株）
（有）シマヅ
（資）清水屋商店
髙栁山真乗寺
（資）進藤電器製作所
しんどう内科クリニック
（株）鈴木材木店
（有）清水堂薬局
（資）仙南自動車整備
雁の里仙南診療所
（株）千畑衛生社
全人会　千畑クリニック
（有）千畑資材センター
（資）髙順冷蔵庫
（有）高照電設防災工業
（有）高詮建設
（有）鷹觜建築
（有）髙橋建業
たかはし歯科医院
（株）髙橋酒造店
（有）高橋造園土木
高山歯科医院
田口塗装工業（株）
（有）田澤商事
（有）田丸
（有） 忠栄堂印刷所
鶴谷産業（株）
（有）寺山新聞店
照井商店
（資）照井福治商店
照井味噌醤油醸造元
（株）戸沢板金工業
（有）中野建装
日仙電機（株）
（有）新田商店
（有）ハーベスト
はりま建設（株）
樋口繊維工業（株）秋田第一工場

ビルトマテリアル（株）
ファミリーマート美郷千畑店
（資）深澤商店
（株）福田建設
（資）フジヤアクアテック
（有） ヘアサロンKONISHI
（有）細井技研工業
（株）マカベ秋田工場
（有）まひる薬局
（株）マルコ産業
（株）丸三設備美郷支店
美郷温泉振興（株）
ミサトフーズ（有）
（株）宮崎製靴
（株）三輪農機
明光義塾美郷六郷教室
（有）モモタロー美容室
八千代酒造（名）
（株）ヤマダフーズ
山丁
大和建設（株）
ユーアポロ仙南SS（有）木村商店
UDトラックスジャパン（株）
（株）ユウメディカル
（有）吉野屋商店
（有）ルック商事
（株）レジーナ秋田支店
ロード電子工業（株）
六郷運送
六郷開発（株）
六郷金融懇談会
六郷小型貨物自動車運送（株）
（有）六郷さいた薬局
（有）六郷仙南清掃
六郷仏教会
（有）六郷プラニング
六郷まちづくり（株）
（株）六水六郷地方卸売市場
（有）ワイエムジー工業

秋田昭和産業（株）
JA秋田おばこ仙南拠点支店
JA秋田おばこ千畑支店
JA秋田おばこ六郷支店
秋田県総合保健事業団
亀谷外科医院
杏授苑
後三年鴻声の里
（株）コマチ

慈泉会（サンワーク六郷）
真昼荘
美郷町役場（各課）
（株）KYO湧水の郷
（株）レジーナ秋田支店
ロートピア仙南
ロートピア緑泉
六郷高等学校竹泉会
美郷町社会福祉協議会

　121 法人様から法人募金、18か所の職場から職域
募金、7校の学校から学校募金としてたくさんのご協
力をいただきました。厚く御礼申し上げます。

※敬称略・五十音順募金をいただいた法人様

※敬称略・五十音順募金をいただいた職場と学校
金沢小学校
仙南東小学校
千畑南小学校
千屋小学校
美郷中学校
六郷高等学校
六郷小学校
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11 月 2 日のスポーツ
レクリエーション大会の様子

　
今
号
は
10
月
、
11
月
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
10
月
26
日
は
県
老
連
五
十
周
年
記

念
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
秋
田
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上

で
県
老
連
会
長
表
彰
が
あ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
と
し
て
米
沢
利

一
会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
従
事
者

と
し
て
髙
橋
氾
事
務
局
長
、
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
よ
つ
ば
会
、
天
神

堂
長
寿
会
、
会
員
増
強
運
動
優
良
ク

ラ
ブ
と
し
て
塚
老
人
ク
ラ
ブ
、
古
町

白
山
ク
ラ
ブ
、
本
道
町
清
松
会
、
八

幡
ク
ラ
ブ
、
関
田
丸
子
会
、
第
一
中

央
寿
会
、
和
進
会
、
上
鑓
田
長
寿
会
、

元
南
真
昼
会
老
人
ク
ラ
ブ
、
石
神
こ

と
ぶ
き
会
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
２
日
に
は
会
員
の
健
康
増
進

と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
千

畑
支
部
で
第
17
回
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
暴
風
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
約

140
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
種
目
は
昨
年
と

同
じ
く
、
昨
年
参
加
し
た
会
員
は
自

信
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

種
目
は
７
種
目
で
、
特
に
難
し
か
っ

た
種
目
は
、
皿
に
大
豆
を
入
れ
て
、

そ
の
豆
粒
を
別
の
皿
に
移
す
と
い
う

も
の
で
、
女
性
に
比
べ
男
性
は
か
な

り
手
間
取
っ
て
い
ま
し
た
。
大
会
最

後
の
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
は
特
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。
出
題
さ
れ
る
問
題
の

内
容
は
、
美
郷
町
に
関
す
る
こ
と
な

ど
で
、
最
後
ま
で
正
解
を
続
け
勝
ち

残
っ
た
一
人
が
ク
イ
ズ
王
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
大
会
で
参
加
さ
れ
た
最

年
長
選
手
は
千
屋
北
部
の
山
形
竹
治

さ
ん（
90
歳
）で
、
特
別
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
　

　
11
月
８
日
に
は
県
老
人
ク
ラ
ブ
文

化
祭
が
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
仙
南
コ
ー
ラ

ス
部
に
よ
る
「
三
つ
の
汽
車
の
う
た
」

や
、
千
畑
支
部
の
「
一
円
玉
の
旅
が

ら
す
に
赤
城
山
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
　
佐
藤
昭
司

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑩

秋
の
活
動
報
告

■ 認知症 SOS おたすけネットワークシステム協力機関 ■
認知症の方が徘徊により行方が分からなくなった場合、行方不明者の目撃情報の提供を協力機関や個人
協力員へ呼びかけ、早期発見できるようにするものです。詳しくは前号表紙をご覧ください。
新たに以下の企業・団体様もご登録をいただきました。　　　　　　　　　　  　　　　 ※敬称略

協力機関名称
（有）さくらヘルパーセンター
特定非営利法人 宝寿会
細井理容所
加畠商店
高良酒屋
くらしの衣料モエドー
お菓子のくろまる
アイユくろまる
ゆうちゃんの郷

協力機関名称
伊藤龍商店
衣料の店 てるい
澁谷理容所
美郷観光タクシー（有）

（有）六郷仙南清掃
美郷町内寺院

（株）サイテクト
（株）高久
（株）よつば

地区

千畑地区

六郷地区

地区

仙南地区

美郷町

大仙市
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よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　
厳
し
か
っ
た
残
暑
も
よ
う
や
く
去
り
、 

師
走

の
風
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
到
来
で
す
。

　
学
校
は
期
末
試
験
が
終
わ
り
、
冬
休
み
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
福
祉
科
三
年
生
は
一

月
末
に
行
わ
れ
る
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」

に
向
か
っ
て
冬
休
み
返
上
で
、
毎
日
勉
強
で
す
。

　
学
校
の
様
子
　
十
月
〜
十
一
月

　
◇
十
月
十
日
（
水
）
か
ら
福
祉
科
二
年
生
は
、

施
設
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
行
訪
問
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
も
実
習
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
行
訪
問
で
は
、
調
理
に
四
苦
八
苦
し
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
食
べ
る
だ
け
で
な

く
、
お
家
で
の
お
手
伝
い
を
普
段
か
ら
し
っ
か

り
や
ら
な
け
れ
ば
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

◇
十
月
十
八
日
（
木
）

　
中
学
生
を
迎
え
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
祉
科
で
の
体
験
学
習
を
希
望
し
た
生
徒

は
二
十
二
名
で
、「
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
」「
着
脱

の
介
助
」
を
行
い
ま
し
た
。
進
行
や
実
習
指
導
を

担
当
し
た
の
は
福
祉
科
の
三
年
生
で
す
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
緊
張
の
中
に
も

真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
六
郷
高

校
の
福
祉
科
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。
か

わ
い
い
後
輩
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

◇
十
月
二
十
七
日
（
土
）
二
十
八
日
（
日
）

　「
大
仙
市
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
」
へ
参
加
し
ま
し

た
。
六
郷
高
校
は
福
祉
科
の
紹
介
を
兼
ね
た
展

示
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
「
チ
ビ
ッ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
好
評

の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
大
盛
況
で
、
子
ど
も
た
ち
が
列
を
作
っ

て
並
ん
で
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

う
れ
し
そ
う
に
眺
め
る
笑
顔
に
私
た
ち
も
忙
し

さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

 
◇
十
一
月
一
日
（
水
）

　
美
郷
町
更
生
保
護
女
性

の
会
の
方
が
本
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
昨
年
は
介
護
体

験
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
郷
土
料
理
「
は
な
み

そ
」
と
「
お
や
き
」
の
作

り
方
を 

教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
お
や
き
の
皮
を
包
む
時

は
手
に
つ
い
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
ま
と
め
る
こ
と
が

出
来
ず
に
難
儀
し
ま
し
た

が
、
く
る
り 

と
ま
と
め
る

様
子
に
思
わ
ず
手
を
た
た

き
ま
し
た
。

　
福
祉
科
と
生
活
文
化
コ
ー
ス
で
「
家
庭

看
護
・
福
祉
」
を
学
ぶ
２
、3 

年
生
が
「
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
」
を
作
り
ま
し
た
。

 

一
枚
ず
つ
手

作
り
で
す
の

で
、
生
徒
の

個
性
が
表
れ

て
い
ま
す
。 

　
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
添
え
て

あ
り
ま
す
。

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味
」
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

　
◇
十
月
二
十
一
日
（
日
）
は
「
後
三
年
鴻
声

の
里
」
で
、
十
一
月
三
日
（
土
）
は
「
角
間
川

更
生
園
」
と
「
す
こ
や
か
大
雄
（
大
和
更
生
園
・

ユ
ー
ポ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
）
三
施
設
合
同
ふ
れ
あ
い

祭
」
で
、
秋
祭
り
の
お
手
伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
一
年
生
中
心
の
活
動
で
し
た
が
、
今
年

は
三
年
生
も
参
加
し
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
た
。

 

◇
十
一
月
十
六
日
（
金
）

　「
教
育
振
興
会
研
究
協
議
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
福
祉
科
三
年
生
は
、「
生
活
支
援
技
術
」
の

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た

事
例
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
生
は
「
社
会
福
祉
基

礎
」
の
中
で
障
害
者
の
地

域
生
活
支
援
に
つ
い
て
考

え
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
が
沢
山
お
見

え
に
な
り
緊
張
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
披
露
す
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
三
年
生
の
高
橋
未
来
さ

ん
と
田
村
麻
里
子
さ
ん
が

施
設
実
習
報
告
と
福
祉
科

の
ク
ラ
ス
紹
介 

を
行
い
ま

し
た
。

　「
今
ま
で
こ
ん
な
に
沢
山

勉
強
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
い
な
が
ら
、
三

年
生
は
遅
く
ま 

で
国
家
試
験
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
教
室
で
飛
び
交
う
会
話
も
福
祉

に
関
係
す
る
内
容
で
す
。

　
先
輩
か
ら
後
輩
へ

                 

　
十
月
か
ら
福
祉
科
十
期
生
と
な
る
一
年
生

が
本
格
的
に
「
福
祉
科
目
」
を
学
び
始
め
ま

し
た
。
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
、
介

護
実
習
の
時
間
も
増
え
ま
し
た
。          

　
挨
拶
や
部
屋
へ
の
入
り
方
な
ど
、
生
活
の

基
本
も
勉
強
の
一
つ
で
す
。
ノ
ー
ト
も
毎
日                       

提
出
で
大
変
で
す
が
、
先
生
は
隅
々
ま
で
細

か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
返
し
て
く
れ
ま
す
。  

　
三
年
生
は
も

う
す
ぐ
社
会
へ

出
ま
す
が
、
こ

の
積
み
重
の
大

切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。「
介

護
福
祉
士
」
と

し
て
働
く
自
分

を

目

標

に

頑

張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。



〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会 TEL0187（85）2294（代） FAX0187（85）2291
 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所 TEL0187（87）6128（代） FAX0187（87）6680
 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

※
受
付
順

（
平
成
24
年
10
月
１
日
〜

11
月
30
日
受
付
分
）

編
集
後
記

福 祉 だ よ り第36号 （10）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
福
祉
セ
ン
タ
�
周
辺
を
清
掃
�

　
11
月
14
日
、
奉
友
会
会
員
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
引
き
続
き
、
今

回
も
敷
地
内
を
大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
奉
友
会
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
役
場
や
公
園
、
道
路
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
な
ど
の
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
美
し
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

小雨がぱらつく中、落ち葉を
拾い集める会員

一斉除排雪ボランティア募集！
　美郷町社協では、毎年１月と２月に町内の
単身老人世帯や高齢者世帯など、自力での除
雪作業が困難な世帯を対象に一斉除排雪事
業を実施しています。
　昨年は学校の生徒さんや老人クラブ、消防
団、民生児童委員、建設業協会、施設職員、役場職員、地元企業、一般
ボランティアなど、988名もの方々からご協力をいただきました。
　今年もご協力をいただける企業や団体、および一般ボランティアを随
時募集しておりますのでお気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話８５－２２９４

 地域コミュニティ復興支援事業（秋田県からの補助金を受けて実施）
で貸出用の除雪機と軽ダンプトラックを購入しました。
 これらは高齢または身体的な理由により自力で除雪することが困難
な世帯の除雪支援活動を行う方に貸し出すものです。（要予約）

【貸出条件】

・燃料を満タンにして返却
・使用者の過失による破損や故障が発生した場
 合、修理費は使用者が負担
・目的以外の使用や第三者へのまた貸しの禁止
・予約制のため、希望の日時に添えない場合有
  詳しくはお気軽にお問い合わせください。 

      電話 ８５－２２９４

除雪機と軽ダンプトラックを無償で貸出します

貸出用の除雪機と
軽ダンプトラック

　
毎
年
こ
の
時
季
は
車
の
タ
イ
ヤ
を
冬

用
へ
交
換
す
る
わ
け
で
す
が
、
春
の
タ

イ
ヤ
交
換
と
違
っ
て
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
冬
に
な
る
こ
と
を
実
感
す
る
分
、

少
々
気
が
重
く
な
り
ま
す
。し
か
し「
冬

　
扇
龍
会
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
「
十
周
年
記
念
公
演
」
が
12
月

１
日（
土
）
美
郷
町
公
民
館
で
行
わ

れ
、
来
賓
と
し
て
美
郷
町
長
、
加

藤
麻
里
秋
田
県
会
議
員
、
美
郷
社

協
会
長
が
ご
臨
席
の
も
と
、
唄
や

舞
踊
な
ど
60
演
目
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
収

益
金
は
毎
年
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
い
て

お
り
、
町
内
の
要
援
護
世
帯
の

方
々
が
明
る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善

意
の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

■
物
品
寄
付

　
佐
野 

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

様

       

（
乳
製
品
・
パ
ッ
ク
ジ
ュ
ー
ス
）

　
駅
前
上
乙
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　      

代
表 

照
井
ア
イ 

様（
タ
オ
ル
）

　
千
畑
南
小
学
校 

様（
も
ち
米
）

　
匿
名 

様（
紙
オ
ム
ツ
）

　
匿
名 

様（
年
賀
状
二
〇
〇
枚
）

　
仙
南
東
小
学
校 

様

　
　
　
　
　 

（
プ
ル
タ
ブ
・
空
き
缶
）

■
一
般
寄
付

　
コ
ス
モ
ス
の
会 

様

　
秋
田
建
築
労
働
組
合
大
曲
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長
　
須
田
鐵
美 

様

　
よ
ね
や
株
式
会
社 

様

■
香
典
返
し

愛
知
県
　
　
髙
橋
　
　
誠 

様

千
屋
北
部
　
髙
橋
　
悦
子 

様

荒
町
　
　
　
富
永
　
義
樹 

様

南
町
　
　
　
大
坂
　
清
一 

様

佐
野
　
　
　
大
坂
　
　
久 

様

南
町
　
　
　
井
関
　
良
助 

様

川
原
保
　
　
吉
野
　
鉄
次 

様

黒
沢
　
　
　
髙
階
　
幸
男 

様

第
一
暁
　
　
飛
嶋
　
正
三 

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

扇
龍
会
か
ら
歳
末
た
す
け

あ
い
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と
も
言
う

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
寒
い
冬
の
す
ぐ

後
に
は
暖
か
い
春
が
待
っ
て
い
る
と
い

う
意
。
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
今
年
も
冬

を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　 

　
　
　 

Ｈ
・
Ｄ

奉
友
会  

秋
の
奉
仕
活
動


